
令和７ 年 月 日 

品川区議会議長 

 渡辺 ゆう いち 様 

                     行財政改革特別委員会 

                       委員長 若 林 ひろき  

 

行財政改革特別委員会の活動現況について 

 

今期の行財政改革特別委員会では、「 新庁舎等に関する こ と 」、「 行政のデジタ ル化に関す

る こ と 」、「 財源・ 事業の評価に関する こ と 」 およ び「 人材育成に関する こ と 」 の４ 件を 調査

事項と し 、 以下のと おり 委員会活動を 実施し ており ま す。  

 

〇 新庁舎等に関する こ と  

「 新庁舎等に関する こ と 」 では「 新庁舎」、「 現庁舎跡地等」 およ び「 公有地」 の３ つのテ

ーマに分けて、 調査・ 研究を行いま し た。  

「 新庁舎」では、新庁舎整備に向けた検討状況の時宜に合わせ議題と し 、基本設計の概要、

区民向け説明（ オープンハウ ス 方式） の開催結果、 都市計画手続き 、 実施設計の概要など 理

事者よ り 説明を 受けながら 、 ７ 月、 ８ 月、 １ １ 月、 ２ 月の計４ 回にわたっ て議論を重ね、 新

庁舎に備える べき 機能・ 性能やアク セシビ リ ティ 等について様々な提案を行いま し た。  

「 現庁舎跡地等」 では、品川区庁舎跡地等活用検討委員会における 検討結果を と り ま と め

た「 品川区庁舎跡地等の活用に関する 検討報告書（ 案）」 について理事者よ り 説明を 受け、

検討委員会によ り 把握し た区民ニーズや意見等を 基に、活用のテーマや導入機能など に関す

る 議論を 行いま し た。  

８ 月には「 新庁舎」 およ び「 現庁舎跡地等」 の調査のため、 豊島区役所新庁舎およ び旧庁

舎跡地「 Ｈareza 池袋」 の視察を実施し ま し た。  

「 公有地」 では、 １ １ 月と ２ 月の計２ 回にわたって、 旧荏原第四中学校整備計画の策定に

向けた取組を 中心に議論を 行いま し た。  

１ １ 月には、「 旧荏原第四中学校整備基本計画（ 素案）」 が理事者よ り 示さ れ、 導入機能、

施設ゾ ーニングプラ ン、 整備・ 運用手法など について様々な提案を行い、 ２ 月には、 パブリ

ッ ク コ メ ント およ び第５ 回旧荏原第四中学校整備基本計画検討会の実施結果、素案から の変

更点など 説明を 受け、施設のコ ンセプト やユニバーサルデザイ ンなど に関する 議論を行いま

し た。  
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〇 行政のデジタ ル化に関する こ と  

「 行政のデジタ ル化に関する こ と 」 では、 １ １ 月と １ 月の計２ 回にわたって、 区のＤ Ｘ の

取組等を 中心に議論を行いま し た。  

１ １ 月には、 令和６ 年度における 「 し ながわＤ Ｘ 」 の取り 組みと し て、「 区民向けサービ

ス のデジタ ル化」、「 行政のデジタ ル化」 およ び「 地域のデジタ ル化」 における 重点取組事項

など について紹介を 受け、「 区民」、「 地域」、「 行政」 のそれぞれの視点に基づく 提案を 行い

ま し た。１ 月には、品川区Ｄ Ｘ 推進基本方針の改訂およ びシス テム標準化の進捗状況につい

て説明を 受け、 危機管理等に関する 質疑を 行いま し た。  

 

〇 財源・ 事業の評価に関する こ と  

「 財源・ 事業の評価に関する こ と 」 では「 事務事業評価」、「 ふる さ と 納税」 およ び「 フ ァ

ンド 」 の３ つのテーマに分けて、 調査・ 研究を 行いま し た。  

 「 事務事業評価」 では、「 政策評価」 を 加えた「 行政評価」 の取組を 議題と し 、 ９ 月と ２

月の計２ 回にわたっ て議論を行いま し た。  

 ９ 月には、「 事務事業評価」 およ び「 政策評価」 のそれぞれの基本的な考え方や実施状況、

評価対象事業・ 分野など について説明を 受け、政策評価委員会の運営や経過等に関する 質疑

を 行いま し た。 ２ 月には、 令和６ 年度行政評価の結果を 議題と し 、 事務事業評価における 部

局別評価結果、およ び政策評価委員会から 区に対する 提言や区と し ての改善の方向性につい

て報告を 受け、 事務事業評価に基づく 事業のス ク ラ ッ プ・ アンド ・ ビ ルド の考え方など 意見

が交わさ れま し た。  

 「 ふる さ と 納税」 では、 ふる さ と 納税寄付額（ 流入額）・ 区税の減収分（ 流出額） の推移

およ びク ラ ウ ド フ ァ ンディ ング型ふる さ と 納税事業など について説明を 受け、品川区の特色

を 活かし た事業の拡充に向けた議論を 行いま し た。  

 「 フ ァ ンド 」 では、 ウ ェ ルビ ーイ ング・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 推進フ ァ ンド 事業を議題と し 、 事業の進

捗の時宜に合わせて報告を 受けながら 、 議論を 行いま し た。 提案事業の募集から 審査、 交付

対象事業者の選定ま での経過について説明を受け、事業が広く 周知さ れ、多く の事業提案や

民間出資が受けら れる よ う 議論を深めてま いり ま し た。  

  



〇 人材育成に関する こ と  

 「 人材育成に関する こ と 」 では、「 職員の研修」 およ び「 職員提案制度」 の２ つのテーマ

について、 調査・ 研究を 行いま し た。  

令和６ 年４ 月に策定し た「 品川区人材育成・ 確保基本方針」 に基づく 新たな人材育成・ 確

保の目標である 「 ＭＶ Ｖ （ Mi ssi on Vi si on Val ue）」 と その要素を向上さ せる 研修、「 職員提

案制度」 における 昨年度の実績や今年度の事業の進捗状況など について説明を受け、職員に

求めら れる ス キルや能力、 モチベーショ ンの維持・ 向上など に関する 提案を 行いま し た。  

 

 

 こ れら の調査・ 研究を ふま え、今後の品川区の行財政改革の推進に活かし ていただく べく 、

本委員会と し てのま と めを 作成し 、 提出いたし ま す。  

 以上が、こ れま での当委員会における 活動現況の概要であり ま すので、ご報告いたし ま す。 



令和７年 月 日 

品川区議会議長 

 渡辺 ゆういち 様 

                         災害・環境対策特別委員会 

                         委員長 大 倉 たかひろ 

 

災害・環境対策特別委員会の活動現況について 

 

今期の災害・環境対策特別委員会では、「防災に関すること」および「環境に関する

こと」の２件を調査事項とし、以下のとおり委員会活動を実施しております。 

 

「防災に関すること」では、「避難所全般（運営、生活ＴＫＢ、女性への支援、    

相談窓口、ペット等）」、「防災訓練」、「在宅避難（備蓄、マンション、相談窓口等）」

および「罹災証明」の４つのテーマに分けて、７月、８月、９月、１月の計４回にわ

たって調査・研究を行いました。 

 

「避難所全般（運営、生活ＴＫＢ、女性への支援、相談窓口、ペット等）」では、地

震・風水害時に対する避難の考え方、避難所の名称・対象の災害、開設・運営、区民

避難所・福祉避難所の環境改善、避難行動要支援者支援、相談体制、支援物資輸送な

どについて理事者より説明を受け、避難所運営体制および避難行動要支援者における

個別避難計画、職員の図上訓練の強化などについての議論がありました。 

 

「防災訓練」では、訓練の必要性、地域との連携、年間スケジュール、地区総合防

災訓練や区内一斉防災訓練の内容などについて理事者より説明を受け、新規プログラ

ムの検討、ＮＰＯとの連携強化、訓練の周知・啓発などについて議論がありました。 

 

「在宅避難（備蓄、マンション、相談窓口等）」では、在宅避難の推進、平素からの

取組内容、在宅避難者の把握、支援物資の配布、情報発信・収集などについて理事者

より説明を受け、非常用・太陽光発電の活用、多言語対応ポータルサイトへの検討な

どについて議論がありました。 

 

 「罹災証明」では、区で発行する証明書の種類、発行の流れ、被災者支援の制度、

区における発行体制、相談体制などについて理事者より説明を受け、被害認定調査の

資料No.５



体制、発行手続の窓口開設、防災訓練を活用した周知・啓発などについて議論があり

ました。 

 

「環境に関すること」では、「食品ロス削減、マイボトル推進」「製品プラスチック

回収、粗大ごみ、プラスチック」「脱炭素・ZEB」の３つのテーマに分けて、７月、    

１１月、２月の計４回にわたって議論を重ねてまいりました。 

また、１１月には、製品プラスチック回収などに関連し、「品川清掃工場」および、

「品川区資源化センター」の視察を行いました。 

 

「食品ロス削減、マイボトル促進」では、フードロス削減に向けた各種削減啓発、

マイボトル普及の促進に向けた、区有施設の給水機設置や事業者向け設置助成などに

ついて理事者より説明を受け、フードドライブ窓口の視認性向上、給水器設置拡大の

検討状況、ドギーバッグのデザイン検討などについて議論がありました。 

 

「製品プラスチック回収、粗大ごみ、プラスチック」では、資源プラスチックの回

収状況、普及・啓発、粗大ごみの各種リユース・リサイクルへの取組などについて  

理事者より説明を受け、学校における環境学習の充実や充電式電池回収などについて

議論がありました。 

 

最後に「脱炭素・ZEB」においては、品川区における二酸化炭素排出量、環境関連助

成等への取組、ZEB の普及拡大などについて理事者より説明を受け、ペットボトル本

数削減に伴うマイボトル用給水機の効果、新築時 ZEH 化助成、EV 充電設備の今後の活

用検討などについて議論がありました。 

 

 これらの調査・研究をふまえ、今後の品川区の行財政改革の推進に活かしていただ

くべく、本委員会としてのまとめを作成し、提出いたします。 

 以上が、これまでの当委員会における活動現況の概要でありますので、ご報告いた

します。 


